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１ 健康まえばし２１とは

2

R2.8.27

健康づくり推進協議会
資料１



計画の位置づけ
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健康増進法第8条に規定される健康増進計画
市民の主体的な健康づくりを推進するための計画
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中間
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第２次計画
平成26年度～令和5年度

第２次計画
平成25～令和4年度

第１次計画

平成16～25年度

第１次計画
平成12～24年度

計画の期間 = １０年間
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地域ぐるみ みんなでとりくむ 健康づくり

基本理念

『健康寿命の延伸と健康格差の縮小』

『生活習慣病の予防・重症化予防』

市民の健康目標

健康まえばし２１の全体像
概要版表紙
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妊娠期・乳幼児期・学齢期（１８歳以下）

『親子で規則正しい生活をする』

青年期（１９～３９歳）

『自ら健康的な生活をする』

壮年期（４０～６４歳）

『将来に向けて、健康的な生活を維持する』

高齢期（６５歳以上）

『住み慣れた地域で、いつまでも自立して
生活をする』

年代別目標 概要版表紙
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運 動

市民みんなで取り組む ７つの分野

7

栄養・食生活

アルコール
休養・
こころの健康

歯と口の健康

健康診査

たばこ

後期計画
重点課題

①糖尿病対策
②企業連携による環境づくり
③良好な食習慣の獲得
④歯周病対策
⑤こころの健康づくり



計画の推進体制

健康づくり
庁内推進会議

ワーキング
会議

◆市民の代表
（市民・学識経験者・関係機関）
◆計画の推進・評価の検討

◆部長会議
◆企画立案・推進、評価
◆庁内関係部課の連絡調整
◆計画の最終決定機関

健康づくり
推進協議会

◆課長会議
◆所掌事務の
具体的事項の協議 ◆実働職員

◆健康づくり事業の展開

幹事会

連携・協働

冊子P 62-65
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25項目の指標
健康日本２１の評価指標（53項目）のうち、2５項目を

本市が取り組む指標とした（後期計画から2項目追加）

７分野・重点課題の指標
協議会・庁内推進会議において市独自の評価項目を追加

冊子P52～55評価指標

目標値
健康日本２１に準ずる
中間評価時点ですでに目標を達成している項目については、
他計画等から新たな目標値を設定した

冊子P58～60
関連事業
関係各課の各種事業や取組を推進することで、健康目標で
ある「健康寿命の延伸」を目指す
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２ 健康寿命とは
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群馬県 健康寿命と平均寿命の差

健康
寿命

健康
寿命

平均
寿命

平均
寿命

平成２８年簡易生命表、国民生活基礎調査より（群馬県）

日常生活に
制限のある
期間

8.09年 11.64年
日常生活に
制限のある
期間

健康寿命：心身ともに健康で、介護等を必要とせず、

自立して生活できる期間
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介護・医療費はうなぎのぼり

出典：内閣府

1.1倍
1.5倍

1.3倍 2.0倍

1.5倍

2.6倍
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R1.10.4地域・職域連携推進関係者会議 健康局健康課長資料

75歳まで活躍できる社会の実現 13



R1.10.4地域・職域連携推進関係者会議 健康局 健康課長資料

おみこし型

騎馬戦型

肩車型

75歳まで活躍できる社会の実現
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３ 地域・職域連携とは
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乳幼児
等

児童
生徒等

～３９
歳

被保険者・被扶養者 うち労働者 その他

４０～
７４歳

７５歳
以上

日本の健康政策における法整備（例として健診制度）

母子保健法

学校保健安全法

医療保険各法

高齢者医療確保法

労働安全衛生法 健康増進法

高齢者医療確保法
地域・職域連携の対象

特定健診
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地 域 職 域

地域・職域とは

地域住民
自治会、保健推進員協議会、
食生活改善推進員協議会、
医師会、歯科医師会、
栄養士会、
行政（健康増進課、

国民健康保険課等）

企業
商工会議所、
協会けんぽ
健保組合、
行政（労働基準監督署、

産業政策課等）

連携

健康づくり
推進協議会

地域・職域連携
推進協議会

+
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４ 前橋市民の健康状況
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★肥満者の割合の増加に歯止めがかかっていません

概要版P3

国保特定健診・後期高齢者健診・スマイル健診等
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★運動習慣者の割合は減少傾向です

国保特定健康診査・後期高齢者健康診査・スマイル健康診査等

概要版P4
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★睡眠で休養が取れていない人が増加していましたが、
ここ３年は横ばいです

国保データ（KDB)システムより

概要版P４
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★進行した歯周病の割合は５割を超えており、
年々増加傾向です

成人歯科健康診査より

概要版P６
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★HbA1c有所見者割合が令和元年度群馬県平均を
下回りました！

国保データベース（KDB)システム（R2.7.13）抽出
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国保データベース（KDB)システムより

前橋市国保特定健診 HbA1c有所見者割合年次推移

令和元年度有所見者割合が低下！
それでも、6割超

糖尿病対策の継続が必要

市民みんなで「健康寿命の延伸」を目指しましょう
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